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１. 四半期財務情報の作成等に係る事項

 ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有

　　(内容) 法人税等の会計処理に簡便な方法を採用しております。

 ②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無

 ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無

２. 平成19年３月期第１四半期財務･業績の概況(平成 18年 4月 1日 ～ 平成 18年 6月 30日)

(1)経営成績(連結)の進捗状況

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年３月期第１四半期 11,046 △ 0.4 517 54.3 500 40.2 －

18年３月期第１四半期 11,093 3.3 335 60.6 356 89.5 －

(参考)18年３月期 43,680 1,156 1,054

円　　銭 円　　銭

19年３月期第１四半期 6.12 －

18年３月期第１四半期 △ 72.87 －

(参考)18年３月期 △ 64.81 －

(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

[経営成績(連結)の進捗状況に関する定性的情報等]

　当第１四半期（平成１８年４月～６月）の海外原糖市況（ニューヨーク市場現物相場）は、ＥＵの輸出大幅削減とエタノール需要増

を背景に、１ポンド当たり１９．２８セントの高値で始まりました。その後、ブラジル・インド・タイの増産見込みと主要国の金融引き締

めによる商品市場全般からの投機資金流出により、一時１５．５２セントまで下落したものの、期末にかけて国際情勢不安を受けた

原油等の商品市場の回復にあわせて値を戻し、１７．０５セントで終了しました。

　国内精糖市況（日本経済新聞掲載、東京）は、上白１キログラム当たり１５６～１５７円で始まり、そのまま当第１四半期を終了い

たしました。

　このような状況のもとで、砂糖その他食品部門では、収益重視の販売を行いました結果、主力の精製糖の出荷量は、業務用、

家庭用ともに前年を下回りましたが、その他の甘味料の好調もあり、売上高はほぼ前年並みとなりました。

　健康産業部門および不動産その他部門につきましては、概ね計画通り推移しております。

　以上の結果、当第１四半期の売上高は１１，０４６百万円（前年同期比０．４％減）、経常利益は５００百万円（前年同期比４０．２％

増）、当第１四半期純利益は３０８百万円（前年同期は３，６７２百万円の純損失）となりました。
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(2)財政状態(連結)の変動状況

百万円 百万円 ％

19年３月期第１四半期 40,986 22,358 54.6 443.84

18年３月期第１四半期 40,097 21,070 52.5 418.15

(参考)18年３月期 42,193 22,490 53.3 445.95

[財政状態(連結)の変動状況に関する定性的情報等]

　前期末に比べ、総資産は１，２０６百万円、総負債は１，０７４百万円、純資産は１３１百万円それぞれ減少いたしました。

　総資産は、主として現金及び預金１，３６５百万円の減少等により、総負債は、支払手形及び買掛金の減少６６５百万円と借入金

の返済３４５百万円等によりそれぞれ減少いたしました。また、純資産は、当第１四半期純利益により３０８百万円増加しましたが、

前期の利益処分による配当金等の支払３２６百万円とその他有価証券評価差額金の減少１１７百万円等により、減少いたしました。

【　参　考　】

平成 19年 3月期の連結業績予想(平成 18年 4月 1日  ～  平成 19年 3月 31日)

　

百万円 百万円 百万円

中間期 22,400 1,000 650

通　期 44,800 1,400 2,200

(参考)１株当たり予想当期純利益(通期)　　 43 円 67 銭 

[業績予想に関する定性的情報等]

　業績予想につきましては、平成18年５月16日に発表いたしました業績予想から変更はありません。

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料

　 発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。
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(百万円未満切り捨て表示)

当第１四半期末 前連結会計年度末 前第１四半期末

(平成18年6月30日現在) (平成18年3月31日現在) (平成17年6月30日現在)

金　額 金　額 金　額 金　額
％

11,136 12,093  △  956  △  7.9 10,186 

1. 現金及び預金 819 2,185  △  1,365  △  62.5 792 

2. 受取手形及び売掛金 4,869 4,562 307 6.7 4,796 

3. 有価証券 500 － 500 － － 

4. たな卸資産 4,118 4,245  △  126  △  3.0 3,916 

5. 繰延税金資産 345 530  △  184  △  34.8 262 

6. その他 486 573  △  87  △  15.2 423 

貸倒引当金 △     3 △     3 0  △  0.9 △     5 

29,849 30,100  △  250  △  0.8 29,911 

 1. 有形固定資産 15,129 15,183  △  54  △  0.4 15,592 

(1)建物及び構築物 3,562 3,614  △  52  △  1.5 3,779 

(2)機械装置及び運搬具 560 575  △  15  △  2.7 624 

(3)土地 10,797 10,795 2 0.0 10,969 

(4)その他 209 197 12 6.1 219 

2. 無形固定資産 109 114  △  5  △  4.9 127 

3. 投資その他の資産 14,611 14,801  △  190  △  1.3 14,190 

(1)投資有価証券 12,361 12,607  △  246  △  2.0 11,801 

(2)繰延税金資産 991 932 58 6.3 1,338 

(3)その他 1,379 1,382  △  3  △  0.2 1,182 

    貸倒引当金 △    120 △     120 － － △     131 

資  産  合  計 40,986 42,193  △  1,206  △  2.9 40,097 

増減率

 Ⅰ  流　動　資　産

 Ⅱ  固　定　資　産

増減

１.（要約）四半期連結貸借対照表

（資 産 の 部）

期 別
科 目
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(百万円未満切り捨て表示)

当第１四半期末 前連結会計年度末 前第１四半期末

(平成18年6月30日現在) (平成18年3月31日現在) (平成17年6月30日現在)

金　額 金　額 金　額 金　額
％

9,658 10,411  △  752  △  7.2 8,595 

1. 支払手形及び買掛金 3,264 3,929  △  665  △  16.9 2,671 

2. 短期借入金 2,600 2,700  △  100  △  3.7 2,600 

3. 賞与引当金 171 336  △  164  △  49.0 163 

4. 役員賞与引当金 5 － 5 － － 

5. その他 3,616 3,444 172 5.0 3,160 

8,969 9,291  △  321  △  3.5 10,431 

 1. 長期借入金 5,350 5,595  △  245  △  4.4 6,390 

2. 退職給付引当金 538 504 34 6.8 411 

3. 役員退職慰労引当金 283 273 9 3.5 239 

4. 繰延税金負債 148 182  △  34  △  18.7 59 

5. 再評価に係る繰延税金負債 1,092 1,092 － － 1,534 

6. その他 1,556 1,643  △  86  △  5.3 1,795 

23,663 － － － － － 

1. 資本金 7,004 － － － － － 

 2. 資本剰余金 7,718 － － － － － 

 3. 利益剰余金 8,945 － － － － － 

4. 自己株式 △    5 － － － － － 

△     1,305 － － － － － 

 1. その他有価証券評価差額金 789 － － － － － 

2. 繰延ヘッジ損益 5 － － － － － 

3. 土地再評価差額金 △     2,100 － － － － － 

純  資  産  合  計 22,358 － － － － － 

負 債、純 資 産 合 計 40,986 － － － － － 

（少数株主持分）

  少数株主持分 － － － － － 

 Ⅰ  資本金 － 7,004 － － 7,004 

 Ⅱ　資本剰余金 － 7,718 － － 9,343 

 Ⅲ　利益剰余金 － 8,964 － － 8,533 

 Ⅳ　土地再評価差額金 － △     2,100 － － △     2,542 

 Ⅴ　その他有価証券評価差額金 － 907 － － 356 

 Ⅵ　自己株式 － △     4 － － △     1,624 
－ － 

－ 42,193 － － 40,097 

・増減は（資産の部および負債の部のみ）当第１四半期末と前連結会計年度末との比較で表示しております。

・増減率については、前連結会計年度の金額がゼロの場合は「－」を記載しております。

 Ⅱ  評価・換算差額等

22,490 

増減

 △  5.5 

－ 

19,026 

 Ⅱ  固　定　負  債

18,628 負  債  合  計

（負 債 の 部）

 Ⅰ  流　動　負  債

21,070 

増減率

19,702  △  1,074 

（純 資 産 の 部）

資  本  合  計

負債、少数株主持分及び資本合計

（資 本 の 部）

（注）

 Ⅰ  株　主　資  本

期 別
科 目
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２.（要約）四半期連結損益計算書 (百万円未満切り捨て表示)

前連結会計年度

自 平成17年4月 1日

至 平成18年3月31日

金  額 金  額 金  額 金  額
％

 Ⅰ  売   上   高 11,046 11,093  △  46  △  0.4 43,680 

 Ⅱ  売  上  原  価 8,954 9,123  △  169  △  1.9 35,749 

売  上  総  利  益 2,092 1,969 122 6.2 7,931 

 Ⅲ  販売費及び一般管理費 1,575 1,634  △  59  △  3.6 6,774 

営  業  利  益 517 335 181 54.3 1,156 

 Ⅳ　営業外収益 35 67  △  32  △  48.2 106 

1. 受取利息 0 0  △  0  △  47.1 2 
2. 受取配当金 22 24  △  1  △  5.6 48 
3. 持分法による投資利益 0 27  △  26  △  98.9 15 
4. 雑益 11 15  △  4  △  26.5 39 

 Ⅴ  営業外費用 52 46 5 12.5 207 

1. 支払利息 28 36  △  8  △  21.9 138 
2. たな卸資産評価損 13 － 13 － 23 
3. 雑損 9 9 0 0.3 46 

経  常  利  益 500 356 143 40.2 1,054 

 Ⅵ　特別利益 － － － － 5 

1. 会社清算に伴う残余財産分配差益 － － － － 5 

 Ⅶ  特別損失 － 5,840  △  5,840  △  100.0 6,190 

1. 固定資産売却損 － 295  △  295  △  100.0 296 
2. 固定資産除却損 － － － － 33 
3. 減損損失 － 5,545  △  5,545  △  100.0 5,545 
4. その他特別損失 － － － － 316 

500 △ 5,484 5,984 － △ 5,129 

法人税、住民税及び事業税 22 3 19 580.0 44 
法人税等調整額 169 △ 1,815 1,984 － △ 1,933 

308 △ 3,672 3,980 － △ 3,240 

・増減は当第１四半期と前第１四半期との比較で表示しております。
・増減率については、前第１四半期の金額がゼロの場合、または当第１四半期および前第１四半期の金額のいずれか
　一方がマイナスの場合は「－」を記載しております。

増減率

増減自 平成17年4月 1日

至 平成17年6月30日

当第１四半期 前第１四半期

自 平成18年4月 1日

至 平成18年6月30日

（注）

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期(当期)純損失

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失

科 目

期 別
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